
○　本校の概要 令和8年3月4日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

１：
50％
未満
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３：
60％
以上
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２：
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以上

3

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

2

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

1

4

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や
価値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し
合う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事とし
て捉え、主体的
に考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要
な創造力や課題
解決力、情報活
用能力を育成し
ます。

③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

4

Ｄ 1

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図ってい
る。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、す
べてのこどもに確かな学力の育成を図って
いる。

目標に対する成果指標

4

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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３：
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成果
評価

令和７年度　大田区立大森第二中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

今年度の生徒数は４３９名（５月１日現在）であり、１学年４学級、２学年５学級、３学年４学級の１３学級において、日々活発な教育活動が展開されている。教員（本務者）は２７名だが、そのうち採用から３年未満、または本校が初任である若手教員が９名と全体の３分の１を占めており、活気あふれ
る指導が行われている。本校は、令和３年度よりコミュニティスクール制度を運用していることから、学校のさまざまな運営について学校運営協議会委員の意見やアドバイスをうかがいながら進めていく形をとっており、地域と連携・協働してこどもたちを育てていく仕組みづくりができている。また、本
校では近隣小学校３校との学校間交流を協力して進めており、「授業研究」「わくわく体験」「体験授業」「生徒会による学校紹介」「小中合同ボランティア活動」等の行事に取り組むことで小中の円滑な連携が図れている。

4

学校関係者記入欄

1

①今年度は、ＳＴＥＡＭ教育を本校教
育の核として位置づけ、数学・理科の
みならず、各教科を通して横断的な
取り組みを行った。生徒アンケートで
は、意欲的に取り組む生徒が３３％
から３８％へとわずかではあるが増加
しており、生徒の主体性が少しずつで
はあるが上昇傾向にあることがうか
がわれる。生徒が意欲的に取り組め
るような授業（具体的には、理・数科
の楽しさを感じられるような授業内
容）へのさらなる改善を図っていく。

②本校は、部活動が盛んであり、ま
た、さまざまなボランティア活動に参
加するなど、学校内にとどまらず、学
校外で体験的な活動に主体的に関わ
ろうとする生徒が多い。そのような活
動の中で、自ら判断する力や協働の
力が養われているものと思われる。
今後も、これまで同様生徒が様々な
活動に参加していく機会を作ってい
く。

③授業でICTの活用を推進している
が、昨年度同様、授業の中で生徒が
常時使用するまでは至っていない。Ｉ
ＣＴを活用する授業を増やし、生徒の
情報活用能力の育成を図っていく。ま
た、数を増やすだけではなく、生徒が
主体的にICTを活用していくような授
業の改善を行う。

①外国語教育においては、ALTが増
員となり、週５日常駐していることか
ら、昨年度以上にコミュニケーション
活動の授業の充実が図られた。生徒
らは、培った英語力やコミュニケー
ション力を、区のスピーチ大会などで
存分に発揮している。来年度は、修
学旅行や社会科見学の場で実際に
身に付けた英語力を使う場の設定が
できるとよい。

②昨年度に引き続き、大田区内の企
業関係者を招聘し、特色等を踏まえ
て持続可能な社会に向けた取組みを
考える授業を実施した。また、年間を
とおしていじめに関する授業を行い、
人権感覚のさらなる向上を図った。い
じめ根絶に向けて、引き続き互いに
尊重し合う心の育成を図っていく。

③各教科においては、ＳＤＧＳの視点
から授業を適宜行っている。明確な
課題を設定して学校全体としての取
り組みを行うまでは至っていないの
で、次年度は計画的に指導を行って
いく。

3

①道徳科を中心に、継続的な道徳教
育を実施し、１月にはその集大成とし
て道徳授業地区公開講座を行い成功
させた。おおむね目標は達成している
ので、今後も取組みを継続していく。

②数学と英語において、習熟度別の
授業を行っている。また、各種検定の
受験率は非常に高く、多くの生徒が
前向きに検定に取り組んでいる様子
がうかがえる。今後も取組みを継続
し、生徒一人ひとりの学力の向上を
図っていく。

③体育の授業や給食の時間のみなら
ず、学校での教育活動における様々
な場面で、健康教育や食育の推進に
努めている。生徒の体力のさらなる向
上に向けて引き続き取り組みを継続
していく。

④小中一貫の会などの機会をとお
し、学区内小学校との連携は十分図
れている。小中一貫教育のテーマは
毎年決まっているので、そこに健康や
食育を加えながら行っていく。
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２：
50％
以上

１：
50％
未満

４：
70％
以上
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・円グラフを見る限り、半分以上の生徒が自分の意見を言えて
いないのは気になる。周囲に遠慮してしまっているのだろうか。
聞かれれば発言できる生徒もいると思うので、教員側から意見
を聞いていくことも大事ではないか。

・意見や考えを発表する場はあまり多くないと思うが、振り返り
シートなどで書いていることなども含めるのであれば、「そう思
う」の割合がもう少し増えるのではないか。

・難しい課題だが、どうやって授業を進めていくか、生徒達が意
欲的に取り組めるよう、まだまだ未開の部分が多いと思われ
る。

・せっかく外国籍の方が多い社会の中で生活しているのだか
ら、この地域ならではの身近な授業（いろいろな国の方々との
交流など）ができれば授業もより楽しく進められるのではない
か。

・英検の受験者数の多さや、スピーキングテストがあることで、
英語を活用する場面が増えたのではないかと思う。また、英語
の授業では、有名な英語の歌詞の歌を使って英語に親しむ授
業が行われているのも肯定的回答が多い要因と思う。

・英語に限らず、外国語に興味をもっていくことで、自然と物事
を考えながらグローバルな視野が身につく。その中で国際的な
人材がさらに育つと思う。

・個性というか、二中の力は合唱の力「団結力」なのではない
か。結果も大事だが、プロセスはもっと大切である。

・生徒は、SMSやネットの普及で、学校以外からさまざまな情
報が得られるので、それらを学校生活の中でも活用し、どのよ
うな効果があるかを検証し、自分に良いことはどんどん取り込
んでいると思う。

・職業人講話や職場体験、そこに向かうまでの保護者の仕事
をまとめる課題などがつながっていると思う。また、給食便りな
どでの食育や部活動の活発さにも関係していると思う。

・部活動が盛んでとてもよい。

・よく取り組んでいると思う。

生徒アンケートに
おける設問「私は、
授業で自分の意見
を発表するなど意
欲的に取り組んで
いる」に対する肯
定的回答「そう思
う」「どちらかといえ
ばそう思う」の割
合。

※生徒アンケート
N=441 n=378

４：
70％
以上

３：
60％
以上

２：
50％
以上

１：
50％
未満
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以上

Ａ
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１

予
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困
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未
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社
会
を
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造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
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標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
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す

生徒アンケートに
おける設問「私は、
英語で自分の意見
を発表するなど、
英語に意欲的に取
り組んでいる」に対
する肯定的回答
「そう思う」「どちら
かといえばそう思
う」の割合。

生徒アンケートに
おける設問「私は、
体力向上や健康増
進のために、規則
正しい運動や食生
活に取り組んでい
る」に対する肯定
的回答「そう思う」
「どちらかといえば
そう思う」の割合。
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４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。
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１：
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４：
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３：
60％
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２：
50％
以上
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３：
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保護者アンケート
における設問「学
校は、保護者、ＰＴ
Ａ、地域、関係諸機
関と連携し、地域
活動に協力して見
守ってくれている」
に対する肯定的回
答「そう思う」「どち
らかといえばそう
思う」の割合。

①学校公開や地域のボランティア活
動への参加などによって、地域コミュ
ニティの核としての役割を十分に果た
すことができている。今年度は、部活
動や個人での地域活動への参加が
増え、さらに連絡・協働が深まった。
次年度も継続して行っていく。

②地域やPTAの協力を得、登下校時
の見守り活動が活発に行われてい
る。今後も継続して行っていく。

③PTAと連携した講演会・学習会の
実施にはまだ至っていない。

Ｄ 0

Ｃ 1

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に
向けて、教員の資質・能力の向上や校内
における支援体制の充実、特別支援教室
巡回指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・
保護者が相談しやすい環境を整備し、一
人ひとりの能力や可能性を最大限に伸ば
すことを意図した指導や支援を行ってい
る。

1

4

4

4

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

Ａ 5

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒
の健全育成や安全指導に係る取組を地域
の協力により実施している。

4

２：
50％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域
の特色を生かし
た学校づくりを進
めるとともに、学
校・家庭・地域が
連携・協働して、
地域社会全体で
こどもたちを育成
します。

４：
70％
以上

２：
50％
以上

３：
60％
以上

３：
60％
以上

保護者アンケート
における設問「学
校は、緊急時には
必要な情報を正し
く知らせてくれる」
に対する肯定的回
答「そう思う」「どち
らかといえばそう
思う」の割合。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

４：
70％
以上

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児
童・生徒一人ひと
りの状況にあわ
せて教育環境を
整えるとともに、
相談機能の充実
を図ることで、す
べての児童・生
徒が自分らしくい
きいきと生きるた
めの学びを支援
します。

生徒アンケートに
おける設問「先生
は、わかりやすく工
夫した授業を行っ
ている」に対する肯
定的回答「そう思
う」「どちらかといえ
ばそう思う」の割
合。

２：
50％
以上

１：
50％
未満

保護者アンケート
における設問「学
校は、社会の決ま
りや学校のルール
を守らせるよう指
導している」に対す
る肯定的回答「そう
思う」「どちらかとい
えばそう思う」の割
合。

保護者アンケート
n=172

４：
70％
以上

１：
50％
未満

１：
50％
未満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す
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Ａ 5

Ｂ

Ｄ

0

Ｂ 3

①昨年度同様、地域の方がボラン
ティアとして参加してくださる授業を一
部の教科で行っている。そのような教
科をさらに増やし、学校と地域が一体
となりより充実した学習環境の整備に
努めていく。

②避難訓練を毎月行っている。また、
安全指導日を、定期的に設けてい
る。これらにより、生徒の安全意識は
非常に高くなっている。今後は、地域
の方々の協力を得ながら、生徒主体
の「こども消防活動」について、具体
的な計画を立てていく。

4

・よく取り組んでいるので、今後も継続して行っていってほし
い。

・授業の雰囲気は、堅苦しいだけでなく、もう少しリラックスした
中で進めているのかと思う。そのメリハリを生徒達も理解して
いると思う。

・一部に不満もあるようだが、的外れな意見と思う。

・校長がとても人気があるようで感心した。

・今年度は学校公開が学級閉鎖と重なったので、残念に思う
保護者が多かったと思う。ただ、大きな行事では、多くの方が
見に来てくれたので、様子を伝えられたのではないか。また、
部活動支援やスクールサポートのボランティアの方々が生徒
達と交流することもあるなど、保護者以外の方とのつながりが
あることがとてもよいと思う。

・学校の体制も変り、以前よりもこども達、そして保護者側に目
を向けていることを感謝している。先生方の姿勢、思いが大切
だと感じる。CSもしっかり協力し合い、学校と一体となって頑
張っていきたい。

・アンケートをすべて拝見した。さまざまな意見や指摘がある
中、調整して生徒たちの学校生活を守っていただいているの
はありがたいことである。

・地域とはよく連携が取れていると思う。

・教員の負担を少なくすることと、魅力的な職場づくりに期待す
る。

・生徒と保護者の「わからない」と「そう思う」の割合が大幅に違
うので、差が少なくなるよう学校側からアピールしてもいいので
はないか。（難しいことだが。）言葉だけではなく、目でも見られ
るというところが分かりやすいと思う。

・学びのスタイルも日進月歩で変化している中で、先生方の努
力のおかげでこども達も良い学びができている。

①校内研修を年間３回行い、外部か
ら講師を招聘し、指導をいただいてい
る。今年度はＳＴＥＡＭ教育をテーマと
し、全教員が個別最適な学びと協働
的な学びの一体的な充実に向けて授
業改善に取り組んでいる。

②職業体験では、今年度も地域の事
業所の多くで生徒を受け入れていた
だくことができた。また、地域の企業
から講師を招いて特別授業を行うこと
ができた。地域の特色を生かした教
育活動を行うことができているので、
今後も継続して行っていく。

③各種会議におけるペーパーレス
化、新勤怠システム導入による印鑑
レス化などをとおして、業務の適正化
を図っている。これによって、より充実
した生徒指導が可能となっている。小
中一貫教育のテーマともなった生徒
のウェルビーイングを高める取組み
を、計画立てながら行っていく。

4

・やはり、部活動は貴重なものと思う。

・先生方は、授業の時以外でも、こども達と学びを視野に入れ
た関わりをしていると感じる。

・合唱コンクールなど力を合わせて行う行事や、道徳の授業な
どを通して、生徒には考える力や思いやる心が育まれていると
感じる。また、保護者にとっても、行事は成長を感じる貴重な
場である。

・幼少からの関連もあるかと思うが、引き続き取り組んでいって
ほしい。

①本校は特別支援教室の拠点校でも
あることから、巡回指導教員を中心
に、特別支援教育の体制の充実が図
られている。今年度も特別支援教室
を利用する生徒が少なく、その点から
もインクルーシブ教育が実現されてい
ることがうかがわれる。通常の学級で
の特別支援教育の充実をよりいっそ
う推進していく。

②生徒に対し、「いじめは絶対にゆる
さない」ということを、様々な機会に伝
えている。その成果もあり、年間のい
じめ件数は少ない。毎週、生活指導
部会を行い、生徒情報を交換し合うこ
とで、いじめの未然防止、早期発見、
早期対応に努めている。

③スクールカウンセラーが週３日来校
し、生徒はもとより保護者の面談も
行っている。月に１度の相談室だより
を発行し、相談室の存在を生徒たち
に積極的に発信している。SSWとの
連携を図り、主に不登校生徒の支援
をしている。
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